
上中学校図書館通信 
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学校司書 松石かおる 

☆１，２年生の皆さんへ 春休み前特別貸出はじまります（３/１０～） 

春休み前のため、3/10（月）より「ひとり５冊」借りられます。返却期限は４/11（金）です。 

この一年は、どんな一年でしたか？ やりたいと思っていたことは始められましたか？ 

素敵な本との出会いはありましたか？春休みは、何かを始める絶好の機会です。 

扉が開いている時は開館していますので、ぜひ図書館に来て下さい。 

☆ 先生方に「卒業生に贈りたい本」を紹介していただきました。 

加瀬先生から 『僕らは奇跡でできている』 橋本敦子・木俣冬 著 

2018年フジテレビのドラマのノベライズです。 

これまでの常識をくつがえすような視点がいっぱい。 

『うさぎとカメ』の話の解釈、など、目からウロコですよ。 

自分を好きになり、他人を大切に思うことができるようになるかも！？ 

（ノベライズとは、ゲーム、アニメ、コミック、映画などの原作を忠実に小説化 

した作品のことです。）novel（小説）＋ize（～にする）で、ノベライズです。 

 

 

田中先生から 『想い描く世界に』 きむ（詩人） 著                                                                  

詩人きむさんの写真と詩がマッチングしていて、ホッと気持ちが      

温かくなる本。みなさんの人生が、温かいものになるように…。 

陰ながら応援しております。 

きむさんについて  詩人/写真家/いろは出版代表 

本名：木村 行信（きむら ゆきのぶ） 

   言葉の力をきっかけに会社をつくり、日々新たな可能性を求め 

   仲間と一緒に今日も楽しく挑み続けている。 

☆３年生の皆さん、ご卒業おめでとうございます！ 

勉強に部活に忙しい毎日の中でも読書をする時間を作り、多くの人が図書館を利用してくれました。 

ありがとう。４月から始まる高校生活、大いに楽しんでください。 

充実した高校生活の中にも、困った時、つらい時があるかもしれません。そんな時、あなたを支えて 

くれる世界が、本の中にはたくさんあることを忘れないで下さい。 

 

新刊の紹介（2/17～） 

分類 書名 著者 内容

0:総記 読むこと　観ること 窪島誠一郎
「活字離れ」「絵離れ」に異議あり！私設の図書

館・美術館主による読書・鑑賞について。

1:哲学
わたしの芝を青くする　こころの

整理術
asako

自分のこころに向き合ったら習慣が変わる、住まい

が整う、毎日が輝き始める

奈良　大和路　地図で歩く30コー

ス
柳原香奈/編集 今なお心に響く古都の至宝　奈良の美仏めぐり

地図で読み解く初耳秘話　沖縄の

トリセツ
旺文社編集部

一面の海と亜熱帯の豊かな自然、独自の文化や歴史

の瞬間を超解説！

3:社会科学

今すぐ伝えるコツ174　「話す」

「書く」「聞く」すべてに使える

技術

石川和男
誰でも劇的に伝えるのが速くなる　即効スキルを紹

介します！

逃げる勇気 和田秀樹
「もう無理」と思ったら答えはひとつ　明日に向

かって逃げろ！精神科医がおくる渾身のメッセージ

「数学のセンス」と「地頭」が

いっきに身につく　東大算数
西岡壱誠 仕事も勉強も小学校の算数だけで大丈夫！

あれもカガク、これもカガク　サ

クッと錯体

中沢浩・西原康師・長

谷川靖哉
あれもこれもそれもみ～んなカガクだ！！

図解”難しそう”が”おもしろい”に

なる天気予報が楽しくなる空のし

くみ

荒木健太郎 聞き流していた天気予報がまるごとわかる！

世界を変える100の技術 日経BP編 テクノロジーを知れば5年後の社会が見えてくる

韓国人オンマが教えてくれた体に

いい韓食レシピ
ジャン　ナムヒ 野菜たっぷりの韓国料理全78品

7:芸術
東大ナゾトレ　NEW GAME 　第

２巻
松丸亮吾/監修

東京大学謎解き制作集団がテレビ番組の問題制作を

担当してきたコーナーから生まれた本

アーセナルにおいでよ あさのあつこ
少年少女を見つめ続けた著者が令和に生きる若者た

ちに贈る、新たな傑作青春小説！

泣いちゃうわたしと泣けないあの

子
倉橋燿子

泣いちゃうのは、泣けないのは、なぜ？胸の奥にあ

る、それぞれの「ほんとうの気持ち」は？

かなたのif 村上雅郁

中学1年の終業式、秘密の場所での不思議な出会

い。物語をなぞるように重ねた「もしも」のはて

で、ふたりが見つけた宝物とはー・

あのころの僕は 小池水音

何も入っていない空箱に中身が詰まり、重みをも

つ。そんな風にして僕は、あのころ触れた言葉を、

記憶を、少しずつ理解していった。

ナースの卯月に視えるもの 秋谷りんこ
様々な痛みを抱えて生きる人々を、そっと包み込ん

で肯定してくれる優しい作品です。ー新川帆立

宵を待つ月の物語一 顎木あくみ 顎木あくみがえがく神と人の運命の恋物語

余命100食 湊祥

大ケガのトラウマで無気力になってしまった室崎凍

夜は、余命100食ー残り100回食事をしたら死ぬとい

う奇病にかかった女性と出会い、彼女の満面の笑み

で完食する姿に心惹かれていく。ラストの奇跡に涙

が止まらない感動作！

アンソロジー料理をつくる人

西條奈加・秋永真琴・

千早茜・織守きょう

や・深緑野分・越谷オ

サム

極上の物語と絶品の料理で、至福の読書を。誰かの

ために、あなたのために

2:地理

4:自然科学

5:工業・家

庭

9:文学

 



（2/2８～） 

分類 書名 著者 内容

人生が劇的に変わるねこねこさん

のノート習慣
ねこねこ

書き出すことで新しい自分に生まれ変わる！ペン1

本で始められる私らしいノートの楽しみ方

中学生からの絵本のトリセツ 川口かおる
絵本は、しあわせ探しの地図　絵本の新たな魅力を

古今東西の絵本をとおして紹介します！

3:社会科学
図解で学ぶ14歳から身につける国

際マナー
社会応援ネットワーク

礼儀作法は堅苦しいものではなく単なる形式でもな

い、社会生活の潤滑油ですー松下幸之助

モチベーションの問題地図　

「で、どう整える？」ため息だら

け、低空飛行のみんなのやる気

関屋裕希 自分を責めず、自分にやさしく。

宇宙はなぜ美しいのか　究極の

「宇宙の法則」を目指して
村山斉 物理学者が感じる「美しき」を説明してみよう

つい、人に出したくなるおもしろ

算数クイズ
横山明日希

すぐ解けそうでなかなか解けない！大人も子ども

も、一度始めたらやめられない！

7:芸術
うちの犬がおじいちゃんになっ

ちゃった　愛犬こぶし日記
やついいちろう

「僕はその日をどんな想いで迎えるのだろう」ペッ

トの終活に向き合い愛犬との日々を綴ったエッセイ

8:言語

13歳からのディベートスキル　ロ

ジカルな考え方・話し方が身につ

く

名和田竜
「だれかを説得する力」がほしいあなたへ　ディ

ベート（討論）にヒントがつまっているよ！

藍を継ぐ海 伊予原新
第172回直木賞受賞作　科学が、わたしたちをあた

たかく包み込んでくれる。

定食屋「雑」 原田ひ香
『三千円の使いかた』『ランチ酒』の著者が贈る、

粋で美味しい人生の物語

ちきゅうのための１じかん　あか

りをけそう！アースアワー

ナネット・ヘファーナ

ンさく/バオ・ルーえ/

おがわひとみやく

世界中の人々が、地球をおもって明かりを消す「消

灯リレー」

幸せについて 谷川俊太郎

ときどき思う、死んでからヒトは、生きていたこと

が、生きているだけでどんなに幸せだったか悟るん

じゃないかって。

そんな言葉があることを忘れてい

た
せきしろ

過去のことを考えていると不意に郷愁に襲われる。

懐かしさで死んでしまうほどに。いつか思い出で死

ぬ時がくる気がする。この句集はそんな私の記録で

もある。

処方箋のないクリニック 仙川環
治療が必要なのは病気じゃなくて人間関係でした　

心温まる医療小説！

ナースの卯月に視えるもの　２絆

をつなぐ
秋谷りんこ

大切な人が病に倒れたとき、あなたならどうします

かー

ホワイトバード
Ｒ・Ｊ・パラシオ/エ

リカ・Ｓ・パール
ワンダーのスピンオフ作品！

4:自然科学

0:総記

9:文学

 

☆2024年 4月から 2025年 2月までのクラス別の貸し出し冊数を調べてみました。 

  1 組 2 組 3 組 4 組 5 組 6 組 計 

1 年 86 251 279 601 264 128 1608 

2 年 247 193 206 761 219 94 1720 

3 年 137 120 40 64 143 167 671 

総貸し出し冊数は、4,425冊でした。 

2025年度も、素敵な本と出会いがたくさんありますように。 

☆図書委員によるシークレット本、貸し出し実施中！ 

 今、図書館のカウンター近くに、袋に入った本を別置しています。気が付いた人はいますか？ 

 これは、図書委員がみなさんに読んでもらいたいと思うオススメの本を、紹介文とともに置いて 

 います。袋に入っているので、題名を見ることはできません。紹介文を読んで借りてみてください。 

 本が入っていた袋は、返却の時には要りません。なくなっても大丈夫です。 

 自分では選ばないような本が、意外とおもしろかったりします。一度試してみてください。 

☆オススメの本 

『ナースの卯月に視えるもの』 秋谷りんこ 著  

完治の望めない人々が集う長期療養型病棟に勤める看護師卯月咲笑。

ある日、意識不明の男性のベッド脇に見知らぬ女の子の姿が。それは 

卯月にだけ見える患者の「思い残し」だった。彼らの心残りを解きほぐ

し、より良い看護を目指したいと奔走する日々が始まる。 

ナースが起こす小さな奇跡に心が温まる。 

続編 『②絆をつなぐ』もあります。 

『藍を継ぐ海』伊予原新 著 

徳島の海辺の小さな町で、なんとかウミガメの卵を孵化させ、自分ひとりの力で育てようとする、祖父

と二人暮らしの中学生の女の子。都会から逃れ移住した奈良の山奥で、ニホンオオカミに「出会った」

ウェブデザイナーの女性―。人間の生をはるかに超える時の流れを見据えた、科学だけが気づかせ

てくれる大切な未来。地球惑星科学を専門とする研究者から作家に転身した著者による、心揺さぶら

れる全五篇。 


